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五戸町町村合併50周年
倉石村との合併１周年

７月２４日（日）～７月２７日（水）
中 心 商 店 街

記念イベント
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あ
そ
び
の

広
場

　
地
域
の
大
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
遊
び
や
体
験
・

交
流
を
通
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
心

豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
「
子
ど

も
　
あ
そ
び
の
広
場
」
が
５
月
25

日
、
町
立
公
民
館
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
毎
週
水
曜
日
、
子
ど
も
と
地
域

の
大
人
が
一
緒
に
な
っ
て
遊
び
、

触
れ
合
い
、
笑
顔
と
元
気
な
声
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
創
作
活
動
や
自
然
体
験
、

四
季
折
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
図
書
館
内
　
楠
田
・
福
田

　
℡
61 

│ 

１
０
４
０

昭和30年の町村合併当時の役場（左）・川内支所（中）・浅田支所（右）各庁舎

　
昭
和
30
年
７
月
１
日
、
五
戸
町
・
川
内
村
・

浅
田
村
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新

た
な
「
五
戸
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
７
月
１
日
は
、
こ
の
合
併
か
ら
数

え
て
50
周
年
、
ま
た
、
昨
年
７
月
１
日
の
倉
石

村
と
の
合
併
か
ら
１
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
町

で
は
こ
れ
を
記
念
し
、
７
月
24
日
に
関
係
者
を

招
待
し
て
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ

に
併
せ
て
７
月

24
日
か
ら
27
日

ま
で
の
４
日
間
、

五
戸
町
商
工
会

主
催
に
よ
る
記

念
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

平成１７年

７月１日
五戸町
川内村
浅田村
町村合併 50周年

―　倉石村との合併１周年　―

町立公民館に開設された「子ども　あそびの広場」

あ
そ
び
の

広
場

開設

記 念 式 典

　国、県をはじめ町の功労者など関
係者を招待し、記念式典を次のとお
り開催します。

日　時　平成１７年７月２４日（日）
　　　　午後３時～

場　所　町立公民館　大ホール

招待者　国・県関係者、近隣市町村
長・議会議長、歴代町特別
職・議会議員、町功労者・
各種委員・自治会長・農事
組合長、各種団体長等

内　容　式辞、あいさつ、祝辞、ア
トラクション（荒町自治会
祭り音頭、石沢駒踊り）等

記念イベント

中心商店街を歩行者天国にして納涼祭り開催！

○期　間：７月24日（日）～27日（水）

○主なイベント

　

24日（日）16：00～21：00

　開会セレモニー、屋台村、
よさこいソーラン、流し踊り、
三味線響宴、ハワイアン…

　25日（月）19：00～21：00　流しソーメン

　26日（火）19：00～21：00　マグロ解体即売、じゃんけん大会

　27日（水）19：00～21：00　ちびっこカラオケ大会（出場者募集中！）

　　　　　　　　　　　　　  ビアガーデン、 絵灯ろう、 七夕飾り
（絵灯ろうは五戸小学校児童の皆さんの手作りです）

　７月24日の屋台村には“スマシ”スープの“かっちゃの
ラーメン”、あすなろ卵、馬肉鍋、倉石牛・シャモロック
串焼、リンゴジュース・アイスなど多数の出店を計画中！

　　　　主 催　五戸町商工会　?６２－３１５１

期 間 中 毎 日
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292,812
302,896
146,400
652,981
47,672

0
260,908
890,876

1,723,048
681,590
740,001
149,999
52,000

536,800
240,000
589,999

1,390,001
800,002

7,433,650
4,814,940

132,000
213,192

22,091,767

292,812
304,000
146,400
653,000

47,672
397,144
263,000
910,000

1,739,999
700,000
758,383
150,145

53,976
539,264
241,792
590,241

1,409,487
802,398

7,436,486
4,816,812

133,296
0

22,386,307

585,624
606,896
292,800

1,305,981
95,344

397,144
523,908

1,800,876
3,463,047
1,381,590
1,498,384

300,144
105,976

1,076,064
481,792

1,180,240
2,799,488
1,602,400

14,870,136
9,631,752

265,296
213,192

44,478,074

73,203
75,862
36,600

129,960
11,918
49,643

187,298
37,518
13,247

134,508
60,224

147,530
349,936
200,300

1,858,767
1,203,969

33,162

4,603,645

12,681

24,948
85,756

164,907
65,790

10,152
364,234

73,203
75,862
36,600

142,641
11,918
49,643
24,948
85,756

164,907
65,790

187,298
37,518
13,247

134,508
60,224

147,530
349,936
200,300

1,858,767
1,203,969

33,162
10,152

4,967,879

64
75
54
32

4
50

3
4
8
8

41
10

8
27

9
21
19
14

345
254

5
1

1,056

野 沢 集 落
浅 水 下 通 り 集 落
浅 水 上 通 り 集 落
上 豊 川 集 落
関 口 集 落
手 倉 橋 集 落
相 間 野 集 落
風 原 平 集 落
横 倉 集 落
沼 沢 集 落
後 田 内 沢 集 落
谷 地 中 渡 集 落
松 山 集 落
堤 沢 集 落
前 田 内 沢 集 落
大 久 保 沢 集 落
一 ノ 坪 集 落
第 ２ 横 倉 集 落
倉石西部地区集落
倉石東部地区集落
新 田 沢 集 落
個 別 協 定
　　　 計

対象となった
集 　 落 　 名

協定
者数

（人）
田の急傾斜地
面　　　　積

田の緩傾斜地
面　　　　積

うち集落共同活動
充 当 額

うち農業者への
配 分 額

交付対象農用地面積（㎡） 交付金額（円） 

３．集落協定の取り組み事例紹介（倉石西部地区集落協定）
　倉石西部地区集落では、集落協定に基づき水路の補修・改修、
農道整備、農村の持つ機能を高める活動を行っています。その
他の活動としては、五戸川へ飛来する白鳥のえさの確保や伝統
芸能の継承育成、景観作物の作付けなどに取り組んでいます。

問い合わせ先：役場農林課　　/６２－２１１１　内線４１５

道路の草刈りをする倉石西部地区集落の皆さん

平成16年度中山間地域等直接支払交付金「集落協定等の実施状況」公表

22集落に ４４，４７８，０７４円 が交付されました。

１．直接支払制度とは
　農業・農村は、食料を供給するだけでなく、災害防止や安らぎの場など「多面的機能」を担っています。
  この中で中山間地域は、平野部に比べ生活基盤が立ち遅れていることや傾斜地が多く農業生産の条件が
不利なことから、過疎化や老齢化が進み、農地などの管理がままならず、「多面的機能」の低下が懸念さ
れています。このため、中山間地域で農地の維持管理活動を実施する場合、生産条件の不利性を直接的に
補う「直接支払い」を行うものです。
※五戸町の対象地域は、農林統計上の中山間地域に指定されている地域（大字扇田、大字浅水、大字手倉

橋）および過疎法指定地域（倉石地区）になります。

２．中山間地域等直接支払交付金の概要等
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－春の叙勲－

　
昭
和
37
年
に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊

以
来
、
35
年
に
わ
た
り
自
衛
隊
員
と

し
て
危
険
を
伴
う
業
務
に
従
事
。
当

初
は
飛
行
機
、
車
両
等
の
整
備
に
就

き
、
そ
の
後
、
米
軍
と
の
渉
外
担
当

や
自
衛
隊
体
育
学
校
の
教
官
と
し
て

活
躍
。
平
成
６
年
か
ら
は
航
空
施
設

隊
資
材
班
長
と
し
て
、
円
滑
な
施
設

の
管
理
運
営
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
旧
川
内
村
診
療
所
長
と
し
て
勤
務

の
後
、
昭
和
30
年
に
旧
南
郷
村
に
中

村
診
療
所
を
開
業
。
翌
年
、
五
戸
町

大
字
上
市
川
に
診
療
所
を
移
転
し
、

今
日
も
地
域
住
民
の
診
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
診
療
の
傍
ら
、
45
年
余

の
長
き
に
わ
た
り
川
内
地
区
の
複
数

の
学
校
医
と
し
て
、
学
校
保
健
の
向

上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
旧
倉
石
村
職
員
と
し
て
勤
務
の

後
、
同
収
入
役
を
経
て
昭
和
63
年
同

村
長
に
当
選
。
２
期
８
年
に
わ
た
り

民
主
的
な
村
政
に
重
き
を
置
き
、
村

民
の
福
祉
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

農
業
施
設
等
の
整
備
、
倉
石
村
診
療

所
の
新
築
、
簡
易
水
道
の
推
進
、
幼

稚
園
の
設
置
な
ど
各
分
野
に
わ
た
っ

て
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
27
年
旧
倉
石
村
消
防
団
団
員

拝
命
以
来
、
35
年
に
わ
た
り
常
に
消

防
人
と
し
て
研
磨
努
力
を
重
ね
、
昭

和
53
年
に
は
副
団
長
に
就
任
。
教
養

と
訓
練
に
よ
る
団
員
の
資
質
向
上
の

重
要
性
を
主
張
し
、
隔
年
ご
と
に
班

長
以
上
の
県
外
研
修
を
実
施
し
た
ほ

か
、
各
集
落
や
各
団
体
へ
の
防
火
対

策
の
啓
も
う
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
昭
和
35
年
に
江
渡
文
化
服
装
学
院

を
開
設
し
、
以
来
私
学
の
道
一
筋
に

力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
49

年
に
は
江
渡
幼
稚
園
を
開
設
し
、
理

事
長
お
よ
び
園
長
と
し
て
教
育
に
専

念
。
私
学
な
ら
で
は
の
教
育
理
念
に

基
づ
き
学
園
の
環
境
整
備
に
努
め
、

教
育
の
振
興
発
展
の
た
め
、
今
な
お

先
頭
に
立
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
35
年
、
五
戸
町
議
会
議
員
に

当
選
し
て
以
来
、
通
算
５
期
20
年
に

わ
た
り
在
職
。
老
朽
化
し
た
五
戸
小

学
校
の
建
設
促
進
対
策
委
員
を
務

め
、そ
の
実
現
に
尽
力
し
た
ほ
か
、

農
工
並
進
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
ち
早

く
取
り
組
む
な
ど
、
卓
越
し
た
識
見

で
将
来
の
町
の
姿
を
見
据
え
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

旭
日
双
光
章

上　

山　

幸　

吉

（
又
重
）

　

79
歳

さん

学
校
保
健
功
労

瑞
宝
双
光
章

中　

村　
　
　

穰

（
上
市
川
）

　

83
歳

さん

防

衛

功

労

瑞
宝
双
光
章

菊　

池　

瑞　

穂

（
正
場
沢
）

　

61
歳

さん

地
方
自
治
功
労

旭
日
単
光
章

田　

村　

三　

郎

（
新
丁
）

　

88
歳

さん

教

育

功

労

瑞
宝
単
光
章

江　

渡　

て　

る　

（
荒
町
）

　

79
歳

さん

消

防

功

労

瑞
宝
単
光
章

三　

浦　

良　

男

（
又
重
）

　

73
歳

さん

－春の叙勲－
五戸町から６人が受章
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
し

た
五
戸
町
出
身
の
古
川
毅
選
手
が

昨
シ
ー
ズ
ン
で
現
役
を
引
退
し
、

今
年
１
月
か
ら
京
都
パ
ー
プ
ル
サ

ン
ガ
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
（
15
歳

以
下
）
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
し
て

第
二
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
を
歩
み
始

め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
古
川
毅
選
手
後

援
会
（
高
橋
勇
会
長
）
が
解
散
。

繰
越
金
の
用
途
に
つ
い
て
同
会
で

は
、
古
川
選
手
の
意
向
を
受
け
て
、

町
内
の
各
小
・
中
学
校
お
よ
び
五

戸
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
贈
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
８
つ
あ
る
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
に
各
10
個
ず
つ
合
計
80
個
。

後
援
会
の
繰
越
金
で
32
個
、
残
り

48
個
は
古
川
選
手
か
ら
の
寄
贈
と

な
り
ま
し
た
。

　
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
八
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
定
時
総
会

の
席
上
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た

り
国
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

五
戸
町
か
ら
３
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

沼
　
畑
　
　
　
清  

さ
ん

高
　
奥
　
　
　
惠  

さ
ん

仙
台
法
務
局
長
表
彰

高
　
谷
　
冨
士
男  

さ
ん 現役時代の古川選手

表彰を受けた五戸町人権擁護委員の３人

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
寄
贈

古
川
毅
選
手
と
後
援
会

　町では、青森県信用保証協会と共に、中小企業者の事業資金にかかる借り入れを円滑にするため、特別
保証制度と売掛債権担保融資保証制度を実施しています。地元中小企業者の利用しやすい制度としてきめ
細かに対応しますので、大いにご利用ください。

融資のご案内

売 掛 金 の 有 効 活 用 を ―――

売掛債権担保融資保証制度特 別 保 証 制 度

項　目 小  簡易小口資金 近  近代化資金

保　証
金　額 １，０００万円 ２，０００万円

期　間
運転・設備  ７年以内

（据置６か月以内）
運転・設備  １０年以内

（据置６か月以内）

貸　付
利　率 ３．５％以内 ３．５％以内

保証料 年率１．２８％以内 年率１．２８％以内

詳しくは　青森県信用保証協会八戸支所　/２４－６１８１
　または　役場企画振興課　/６２－２１１１（内線２３３）へお問い合わせください。

　中小企業者が売掛先に対して保有している売掛債権を担保とした
融資に対する保証を行うことにより、中小企業者の事業資金の融通
について円滑化・多様化を図ることを目的として実施しています。

◎制度の概要◎

保 証 対 象
対 象 資 金
保 証 限 度 額
保 証 期 間
貸 付 形 式
保 証 料 率
返 済 方 法
担 保
保 証 人
取扱金融機関

事業者に対する売掛債権を保有する中小企業者
事業資金
１億円以内　ただし、保証割合は借入金債務の90％
１年間（個別保証の場合は１年以内）
手形貸付
年0.85％
期日一括返済
申込人の有する売掛債権のみを譲渡担保として徴求する
法人代表者以外の保証人は徴求しない
この制度に賛同する金融機関

融資

金 融 機 関 信用保証協会

中小企業者 売掛債権
売掛先

（販売先・納入先）

譲渡担保
（準共有）

保証（部分保証90％）
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さとこの

英  国
訪 問 記

その２

さとこの

英  国
訪 問 記

オックスフォード国際教育カレッジ（ＣＩＥ）

　
町
の
海
外
派
遣
事
業
で
イ
ギ
リ

ス
を
訪
れ
た
大
釜
賢
子
さ
ん
。
今

回
は
体
験
レ
ポ
ー
ト
連
載
第
２
回

で
す
。

２
月
７
日
（
月
）

▼
今
日
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
語
学
学
校
）

登
校
初
日
。
バ
ス
で
ジ
ャ
ネ
ッ
ト

さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
行

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ス
の
中
は

新
し
く
、
き
れ
い
で
あ
る
。
日
本

の
バ
ス
よ
り
少
し
長
い
印
象
を
受

け
た
。
約
15
分
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
の
中
心
街
に
到
着
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｅ
で
私
の
専
属
の
先
生
ロ

バ
ー
ト
と
の
初
対
面
。
明
る
く
や

さ
し
い
先
生
で
ほ
っ
と
し
た
。
個

人
レ
ッ
ス
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

個
人
の
発
言
に
重
点
を
置
き
、
発

音
や
文
法
を
徹
底
的
に
指
導
し
て

く
れ
る
体
制
に
大
満
足
し
た
。
帰

国
す
る
ま
で
に
成
果
や
自
分
の
英

語
の
成
長
が
見
ら
れ
る
と
い
い
。

明
日
か
ら
の
ロ
バ
ー
ト
の
ク
ラ
ス

が
待
ち
遠
し
い
。

▼
帰
り
の
バ
ス
の
窓
か
ら
桜
が
既

に
ち
ら
ほ
ら
咲
き
始
め
て
い
る
の

を
見
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
桜
を
見
る

と
は
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
せ
い

か
、
何
か
不
思
議
な
感
じ
を
覚
え

た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
来
て

か
ら
思
う
こ
と
は
、
こ
の
寒
さ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
桜
を
は
じ
め
ク

ロ
ッ
カ
ス
や
水
仙
な
ど
の
春
の
花

々
が
咲
い
て
い
る
こ
と
だ
。
日
本

で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
け
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
草
花
は
日
本
の
草
花

よ
り
寒
さ
に
強
く
な
っ
て
い
る
の

か
な
ぁ
と
思
っ
た
。

２
月
13
日
（
日
）

▼
今
日
は
ブ
ロ
ー
ド
ス
ト
リ
ー
ト

に
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
オ
ブ
・

ザ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
サ
イ

エ
ン
ス
を
訪
ね
た
。
文
字
通
り
科

学
を
歴
史
の
観
点
か
ら
見
て
造
ら

れ
た
博
物
館
で
あ
る
。
医
療
器
具

を
中
心
と
し
た
古
代
か
ら
の
器
具

の
展
示
に
心
打
た
れ
た
。
古
代
の

も
の
と
は
い
え
、
器
具
は
頑
丈
そ

う
で
現
代
の
器
具
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
。
古
代
の
人
々
の
知
恵
や
賢

さ
に
脱
帽
し
た
。

▼
そ
の
後
、
博
物
館
の
向
か
い
側

に
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ズ
と
い

う
老
舗
の
本
屋
に
立
ち
寄
っ
た
。

日
本
の
本
屋
と
は
違
っ
て
、
ど
こ

か
家
庭
的
で
温
か
い
雰
囲
気
で
あ

っ
た
。
単
に
本
と
は
い
え
ど
も
、

何
か
心
に
語
り
か
け
て
く
る
も
の

を
感
じ
た
。
こ
ど
も
の
絵
本
を
取

り
扱
っ
た
フ
ロ
ア
は
、

特
に
温
か
く
家
庭
的
な

印
象
を
受
け
た
。
こ
ど

も
が
用
意
さ
れ
た
小
さ

な
椅
子
に
座
っ
て
大
き

な
声
で
絵
本
を
読
ん
だ
り
、

父
親
や
母
親
と
絵
本
を

眺
め
た
り
、
選
ぶ
姿
が

心
に
強
く
残
っ
た
。
今

日
は
少
し
し
か
見
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
時
間
を

見
つ
け
て
来
週
中
に
ま

た
足
を
運
び
た
い
。

▼
今
日
驚
い
た
こ
と
は
、
夕
方
６

時
前
に
は
休
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
パ
ブ
以
外
の

ほ
ぼ
全
て
の
店
が
閉
ま
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
だ
。
人
気
も
無
く

な
り
、
緯
度
の
関
係
上
す
ぐ
暗
く

な
っ
て
し
ま
う
な
か
帰
り
の
バ
ス

を
待
っ
て
い
る
間
は
“
怖
い
”
と

い
う
感
情
が
先
行
し
た
。
朝
ま
で

店
が
開
い
て
い
る
日
本
と
の
違
い

に
は
っ
と
し
た
。
い
く
ら
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
が
比
較
的
治
安
が
い

い
と
い
え
ど
も
、
や
は
り
怖
い
も

の
は
怖
い
。
来
週
ど
こ
か
に
行
く

と
し
て
も
、
今
日
よ
り
確
実
に
早

く
バ
ス
を
つ
か
ま
え
て
帰
ろ
う
と

思
っ
た
。

２
月
18
日
（
金
）

▼
今
日
は
、
お
昼
に
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
で
唯
一
の
日
本
料
理
レ
ス

ト
ラ
ン
で
あ
る
“
え
だ
ま
め
”
に

行
っ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
狭
か
っ

た
が
、
明
る
い
雰
囲
気
の
内
装
だ

っ
た
。
店
は
日
本
人
よ
り
も
外
国

人
で
混
雑
し
て
い
た
。
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
は
、
物
価
が
非
常
に
高

い
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
“
え
だ

ま
め
”
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
定
食

だ
け
で
７
ポ
ン
ド
（
約
１
、４
０

０
円
）
も
す
る
。
高
か
っ
た
が
久

々
の
日
本
食
は
お
い
し
か
っ
た
。

▼
夕
方
近
く
に
ア
シ
ュ
モ
ー
ル
博

物
館
に
行
っ
た
。
立
派
な
造
り
な

う
え
に
展
示
物
が
と
て
も
多
い
。

そ
れ
な
の
に
入
場
無
料
と
い
う
こ

と
に
驚
い
た
。
そ
の
せ
い
か
、
こ

ど
も
連
れ
や
多
く
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
博
物
館

や
大
学
に
無
料
で
入
れ
る
。
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
市
民
が
う
ら
や

ま
し
い
。
私
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
市
民
だ
っ
た
ら
週
末
に
は
足
を

運
ん
で
、
博
物
館
な
ど
で
の
ん
び

り
過
ご
す
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
ア

シ
ュ
モ
ー
ル
博
物
館
は
３
階
建
て

で
あ
る
が
、
世
界
中
の
文
明
の
展

示
物
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い

た
。
世
界
史
好
き
に
は
絶
好
の
場

所
で
あ
る
。
じ
っ
く
り
見
る
の
で

あ
れ
ば
、
１
日
か
が
り
で
楽
し
め

そ
う
で
あ
る
。
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アシュモール博物館

▼
近
く
に
ベ
ー
リ
オ
ー
ル
カ
レ
ッ

ジ
が
あ
っ
た
の
で
立
ち
寄
っ
て
み

た
。
こ
の
大
学
は
皇
太
子
妃
殿
下

雅
子
様
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に

留
学
し
て
い
た
際
に
通
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
大
学
で
あ
る
。
雅
子

様
も
こ
こ
に
い
ら
し
た
か
と
思
う

と
、
胸
が
は
ず
ん
だ
。
残
念
な
こ

と
に
、
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
雅
子
様
の
学
び
舎
で

あ
る
ベ
ー
リ
オ
ー
ル
カ
レ
ッ
ジ
を

一
目
見
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
う
。

２
月
19
日
（
土
）

▼
今
日
は
、
久
々
に
晴
天
と
な
っ

た
。
こ
こ
の
と
こ
ろ

ず
っ
と
気
温
低
め
の

曇
り
が
ち
の
、
す
っ

き
り
し
な
い
天
気
に

悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

よ
っ
て
朝
か
ら
ジ
ャ

ネ
ッ
ト
さ
ん
と
散
歩

に
出
か
け
た
。
テ
ム

ズ
川
沿
い
を
歩
い
て
、

川
に
沿
っ
て
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
市
内
に

入
っ
た
。
そ
こ
か
ら

折
り
返
し
家
ま
で
歩

い
た
。
３
時
間
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
た
が
、

晴
天
と
す
ば
ら
し
い
景
色
の
お
か

げ
で
苦
痛
と
は
全
く
感
じ
な
か
っ

た
。

　
川
沿
い
を
歩
い
て
い
る
と
、
多

く
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
大
学

の
ボ
ー
ト
部
が
、
川
で
ボ
ー
ト
を

こ
ぐ
練
習
を
し
て
い
た
。
中
に
は

雅
子
様
の
ベ
ー
リ
オ
ー
ル
カ
レ
ッ

ジ
の
ボ
ー
ト
部
も
あ
っ
た
。
こ
こ

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
は
、
ボ
ー

ト
部
が
盛
ん
で
よ
く
レ
ー
ス
が
開

か
れ
る
そ
う
だ
。
ボ
ー
ト
部
の
練

習
は
、
数
人
が
ボ
ー
ト
を
こ
ぎ
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
２
人
が

川
沿
い
の
ぬ
か
る
ん
だ
土
手
道
を

ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
や
メ
ガ
ホ
ン

片
手
に
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗

り
な
が
ら
、
ボ
ー
ト
を
こ
い
で
い

る
数
人
に
指
示
す
る
と
い
う
も
の

だ
。
早
朝
か
ら
の
練
習
に
全
員
が

真
剣
で
、
レ
ー
ス
に
か
け
る
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
た
。

▼
市
内
に
入
っ
て
か
ら
、
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
と
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ガ

ー
デ
ン
を
歩
き
な
が
ら
家
に
戻
っ

た
。
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
温

室
は
実
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
ボ

タ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
温
室
は
非

常
に
有
名
だ
そ
う
だ
が
、
世
界
中

の
植
物
を
一
度
に
た
く
さ
ん
見
ら

れ
る
こ
と
に
感
動
し
た
。
日
本
の

植
物
園
の
温
室
で
も
見
た
こ
と
の

な
い
多
く
の
植
物
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

２
月
21
日
（
月
）

▼
私
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
で
医
学
用
語
や
法

律
用
語
と
い
っ
た
専
門
用
語
を
学

ん
で
い
る
。
先
週
半
ば
か
ら
は
、

法
律
用
語
（
特
に
裁
判
で
多
く
用

い
ら
れ
る
用
語
）
を
学
ん
で
い
る
。

最
初
は
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
戸

惑
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き

て
楽
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
ロ
バ
ー
ト
の
提
案
で

明
日
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
市
内
に

あ
る
裁
判
所
に
行
っ
て
、
公
開
さ

れ
て
い
る
実
際
の
裁
判
を
傍
聴
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
で
も
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
。
も
と
も
と

日
本
で
も
非
常
に
興
味
は
あ
っ
た

が
、
初
め
て
の
公
開
裁
判
を
イ
ギ

リ
ス
で
経
験
す
る
と
は
夢
に
も
思

わ
ず
興
奮
し
て
い
る
。
明
日
が
と

て
も
待
ち
遠
し
い
。
明
日
の
裁
判

の
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
て

お
き
た
い
。

▼
13
歳
の
少
年
が
自
転
車
に
乗
り

な
が
ら
、
車
に
乗
っ
て
い
る
２
人

の
男
性
に
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
で
発
砲

さ
れ
た
。
２
人
の
男
性
の
う
ち
、

21
歳
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
は
容
疑
を
否

認
。
し
か
し
、
傷
害
犯
意
、
生
命

を
危
険
に
さ
ら
す
意
図
で
の
シ
ョ

ッ
ト
ガ
ン
の
保
持
、
有
効
な
証
明

な
し
の
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
の
保
持
と

い
う
３
つ
の
争
点
で
公
判
が
行
わ

れ
て
い
る
。
共
犯
で
あ
る
サ
イ
モ

ン
は
容
疑
を
認
め
た
。
彼
も
同
様

に
３
つ
の
点
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

　
検
事
の
フ
ィ
オ
ナ
は
、
少
年
は

事
件
後
お
し
り
と
背
中
に
傷
跡
が

残
り
、
二
度
の
手
術
の
後
の
生
存

は
ま
れ
な
幸
運
な
ケ
ー
ス
だ
と
述

べ
た
。
少
年
の
体
内
に
は
、
な
お

無
数
の
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
で
撃
た
れ

た
際
の
破
片
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
フ
ィ
オ
ナ
に
よ
る
と
、
２
人
の

男
性
は
車
に
乗
り
、
少
年
ら
の
グ

ル
ー
プ
を
目
に
す
る
と
車
の
窓
に

寄
り
か
か
り
、
少
年
を
め
が
け
撃

っ
た
と
の
こ
と
だ
。
少
年
は
８
〜

10
フ
ィ
ー
ト
（
約
３
メ
ー
ト
ル
）

と
い
う
近
距
離
で
撃
た
れ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
当
時
ひ
ど
い
痛

み
を
背
中
に
感
じ
た
そ
う
だ
。

▼
こ
の
よ
う
な
、
映
画
の
よ
う
な

出
来
事
が
私
の
い
る
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
の
中
の
小
さ
な
村
で
起
こ

っ
た
か
と
思
う
と
ぞ
っ
と
し
た
。

つ
く
づ
く
日
本
は
平
和
だ
と
思
っ

た
。
被
害
者
の
少
年
、
容
疑
者
は

私
と
年
齢
が
近
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
な
お
の
こ
と
公
判
の
行
方

が
気
に
な
る
。
明
日
が
本
当
に
待

ち
遠
し
い
。

▼
今
日
雪
が
降
っ
た
。
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
で
雪
を
初
め
て
見
た
。

五
戸
の
雪
と
違
っ
て
積
も
り
は
し

な
い
も
の
の
、
異
国
の
雪
に
何
か

故
郷
を
偲
ば
せ
る
懐
か
し
い
も
の

を
感
じ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

の
雪
は
粒
が
小
さ
く
激
し
く
降
る

と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

（
つ
づ
く
）
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●５月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
７
月
）

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,119
（14,025）
12,870

（13,248）
18,410

（18,518）
15,647

（16,335）

12,661
（12,683）
12,311
（12,540）

12,568
（12,444）

11,284
（11,408）

11,277
（11,018）

12,652
（11,225）

12,951
（12,908）
12,228
（12,443）

12,299
（12,277）

11,955
（12,071）
12,386
（12,078）

12,411
（12,241）
12,352
（12,063）
 3,703
（11,435）
12,108
（12,075）

12,670
（12,584）

12,350
（12,070）

11,560
（11,460）

12,350
（12,070）

11,881
（11,923）
11,549
（12,666）
23,801
（24,020）
11,198
（11,293）

12,676
（12,659）
12,336
（12,674）
11,450
（11,404）
17,740
（11,390）

皮膚科
12,167
（12,228）
12,350
（12,070）
12,355
（13,439）
12,350
（12,070）

110,177
（119,728）

114,445
（115,511）

120,795
（120,773）

168,999
（110,840）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,641
（12,477）

〈
俳
句
〉

苔
み
ど
り
千
年
の
古
都
清
々
し

鳴
き
止
ま
ぬ
ホ
ー
ホ
ケ
ッ
チ
ョ
聞
き
惚
れ
し

〈
川
柳
〉

我
が
孫
が
お
ど
り
上
手
は
婆
馬
鹿
か

水
無
月
に
カ
ッ
コ
ウ
の
声
騒
が
し
く

〈
短
歌
〉

流
れ
行
く
精
霊
遠
く
見
送
り
て

又
の
日
約
し
帰
路
を
急
ぎ
ぬ

奥
入
瀬
の
川
の
流
れ
に
歩
み
よ
る

水
は
笹
色
し
ぶ
き
た
ち
ぬ
る

老
二
人
喧
嘩
し
つ
つ
も
お
互
に

も
ち
つ
も
た
れ
つ
共
に
生
き
た
や

下
向
い
た
小
花
を
ひ
と
つ
ず
つ
つ
ま
み

君
の
回
復
願
っ
て
お
り
ぬ

集
う
た
び
安
価
の
長
芋
話
題
た
て

作
る
が
プ
ロ
の
チ
ャ
ン
ス
に
賭
け
て

水
無
月
の
夜
空
を
み
あ
げ
聞
き
惚
れ
る

蛙
の
合
唱
青
田
に
響
く

年
老
い
て
身
体
の
不
調
に
お
び
え
つ
つ

不
安
か
か
え
て
今
日
も
生
き
ん

カ
ッ
コ
ー
の
声
に
目
覚
め
狭
き
庭

ひ
と
回
り
す
る
気
分
壮
快

庭
隅
の
八
重
櫻
花
色
あ
ざ
や
か
に

道
ゆ
く
人
の
歩
み
と
ど
め
る

小
　
手
　
毬
　（
上
市
川
中
区
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
中
区
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

原
　
は
つ
ゑ
　（
上
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

匿
　
　
　
名
　（
菖
蒲
川
）　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

か

ら

だ

へ

ん

か

こ
け

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

(8

非
常
勤

新
井
田
修
久

医
師
名

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

副
院
長

愛
川
　
俊
信

科
　
長

矢
田
部
宏
一

副
医
長

田
口
　
　
順

科
　
長

對
馬
　
清
人

副
医
長

東
山
　
明
弘

非
常
勤

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

非
常
勤

蝦
名
　
宣
男

院
　
長

渡
部
　
秀
一

医
療
局
長

原
田
　
昭
彦

副
医
長

高
見
　
一
弘

非
常
勤

井
戸
川
敏
彦

副
院
長

笹
野
　
拓
也

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

非
常
勤

深
瀬
　
栄
一

科
　
長

小
林
　
貴
樹

非
常
勤

丸
屋
信
一
郎

非
常
勤

非
常
勤

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

南
場
　
淳
司

（
東
北
大
学
）

職
　
名

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

お
知
ら
せ

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
診
療
日
が
変
わ
り
ま
す

　
７
月
か
ら
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
に
な
り
ま
す
。



o

●
試

験

名

　
入
国
警
備
官
採
用
試
験

●
受
験
資
格

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

●
受
付
期
間

　
平
成
17
年
７
月
19
日（
火
）か
ら

　
平
成
17
年
８
月
２
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
17
年
９
月
25
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
仙
台
入
国
管
理
局

℡
０
２
２
│
２
５
６
│
６
０
７
６

・
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.jinji.go.jp

　
今
年
度
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ

ん
、
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分

た
ち
で
企
画
・
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
五
戸
町
成
人
式
が
実
行
委

員
会
で
実
施
さ
れ
て
か
ら
５
年
に

な
り
ま
す
。
や
る
気
の
あ
る
新
成

人
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
２
４

●
医
療
事
務
科

○
定
　
　
員
　
20
人

○
訓
練
期
間
　
２
か
月

○
募
集
期
間

　
平
成
17
年
７
月
20
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
８
月
19
日（
金
）ま
で

●
介
護
福
祉
科
（
２
回
実
施
）

○
定
　
　
員
　
各
20
人

○
訓
練
期
間
　
２
か
月

○
募
集
期
間

・
１
回
目

　
平
成
17
年
８
月
８
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
５
日（
月
）ま
で

・
２
回
目

　
平
成
17
年
９
月
５
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
10
月
３
日（
月
）ま
で

●
受
講
料

無
料（
た
だ
し
教
材
費
、
資
格

試
験
受
験
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

●
対
象
者

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
方

※
受
講
希
望
者
は
八
戸
公
共
職
業

安
定
所
で
相
談
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
県
立
八
戸
工
科
学
院

　
℡
28 

│ 

６
８
１
１

平
成
17
年
度
五
戸
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

受
講
生
募
集

国
家
公
務
員
採
用
試
験

●
支
給
の
目
的

　
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
60
周

年
に
当
た
っ
て
、
国
が
改
め
て

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
に
対
し

て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
支
給
方
法

　
戦
没
者
１
人
に
つ
い
て
額
面

40
万
円
の
国
債
で
支
給
さ
れ
、

平
成
18
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で

の
10
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
４

万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

●
対
　
象
　
者

　
満
州
事
変
（
昭
和
６
年
９
月

18
日
）
以
後
の
戦
没
者
等
の
遺

族
の
方
で
、
平
成
17
年
４
月
１

日
現
在
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い

な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
主
と
し
て
、
次
に
記
載
さ
れ

た
順
序
で
最
も
順
位
が
先
の
遺

族
の
方
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

a
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
権
）

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

s
戦
没
者
等
の
子

d
戦
没
者
等
と
生
計
を
共
に
し

て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父

　
母
④
兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
、
養

子
縁
組
に
よ
り
平
成
17
年
４

月
１
日
に
氏
が
変
わ
っ
て
い

る
方
は
除
き
ま
す
。）

f 

d
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

g 

a
か
ら
f
以
外
の
３
親
等
内

の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡

ま
で
引
き
続
い
て
１
年
以
上

生
計
を
共
に
し
て
い
た
方
に

限
り
ま
す
。）

●
請
求
手
続
き

　
請
求
用
紙
は
役
場
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
が
、
戸
籍
書
類
、

印
鑑
な
ど
が
必
要
で
す
。

●
請
求
期
限

　
平
成
20
年
３
月
31
日

※
期
限
ま
で
に
請
求
し
な
い
と
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１

　
内
線
２
５
１
・
２
５
２

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
へ

　
　
　

― 

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す 

―



あ
な
た
が
選
ぶ
平
成
五
戸
八
景

　
ま
ち
づ
く
り G

-Five D
oor

で

は
、
五
戸
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
再

発
見
し
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
と

し
て
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
五

戸
町
お
す
す
め
の
景
色
を
写
真
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
作
品
は
、
産

業
と
文
化
ま
つ
り
で
展
示
し
、
来

場
者
の
投
票
も
参
考
に
し
て
審
査

を
行
い
、
「
平
成
五
戸
八
景
」
と

し
て
、
今
後
の
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用

し
ま
す
。

●
応
募
期
間

平
成
17
年
７
月
１
日（
金
）か
ら

９
月
30
日（
金
）ま
で

●
サ
イ
ズ

　
Ｌ
判

●
応
募
方
法

　
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
社
会
教
育
課
（
倉
石
分

庁
舎
）
ま
た
は
町
立
公
民
館
窓

口
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
応
募
票
は
社
会
教
育
課
、
町
立

公
民
館
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
62 

│ 

７
９
６
５
　
藤
田

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
町
立
保
育
所
が
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご
意

見
・
ご
要
望
、
あ
る
い
は
苦
情
な

ど
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
仕

組
み
と
し
て
、
各
保
育
所
に

○
受
付
担
当
者
（
＝
主
任
保
育
士
）

○
相
談
解
決
責
任
者
（
＝
所
長
）

○
第
三
者
委
員

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
・

ご
要
望
な
ど
は
、
面
接
・
電
話
・

書
面
な
ど
に
よ
り
受
付
担
当
者
が

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
受
付
担
当
者
に
直
接
申

し
出
に
く
い
場
合
、
あ
る
い
は
受

付
担
当
者
や
相
談
解
決
責
任
者
と

の
話
し
合
い
だ
け
で
は
納
得
が
い

か
な
い
場
合
は
、
左
記
の
第
三
者

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
第
三

者
委
員
は
、
第
三
者
の
立
場
か
ら

話
し
合
い
に
立
ち
会
い
、
必
要
な

助
言
を
し
ま
す
。

●
第
三
者
委
員

平
野
　
光
子
℡
67 

│ 

２
６
０
５

新
井
山
妙
子
℡
68 

│ 

２
２
５
６

佐
々
木
リ
ウ
子
℡
68 

│ 

２
４
１
１

小
渡
　
時
夫
℡
77 

│ 

２
６
３
８

荒
屋
敷
愛
子
℡
77 

│ 

２
７
９
４

浅
山
　
　
栄
℡
77 

│ 

３
０
１
４

町
立
保
育
所
へ
の
ご
意
見
・

ご
要
望
に
つ
い
て

　
青
森
県
の
未
来
に
つ
い
て
、
知

事
と
県
民
の
方
が
直
接
意
見
を
交

わ
す
「
知
事
と
の
わ
い
わ
い
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
五
戸
町
で
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
各
分
野
で
活
躍

中
の
町
民
の
方
と
知
事
が
意
見
交

換
し
ま
す
。
視
聴
希
望
の
方
は
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

　
平
成
17
年
７
月
26
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

●
場
　
　
所

　
町
立
公
民
館
小
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

会
場
名
、
車
イ
ス
・
手
話
通
訳
・

託
児
の
希
望
の
有
無
を
明
記
し

て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
17
年
７
月
19
日（
火
）必
着

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
青
森
県
政
策
調
整
課

　
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
１
３
８

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

８
０
３
１

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　koho@
ags.pref.aom

ori.jp

知
事
と
の
わ
い
わ
い
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
視
聴
者
募
集

　
県
税
事
務
所
で
は
納
税
証
明
書

の
交
付
申
請
の
際
、
本
人
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○
納
税
義
務
者
本
人
（
法
人
の
場

合
は
代
表
者
本
人
）
が
申
請
す

る
場
合

　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

健
康
保
険
証
な
ど
に
よ
り
、
本

人
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

○
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

　
納
税
義
務
者
本
人
（
法
人
の

場
合
は
代
表
者
）
の
委
任
状
と

印
鑑
証
明
書
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
自
動
車
の
継
続
審
査
（
車

検
）
の
た
め
の
納
税
証
明
書
の

場
合
の
み
、
印
鑑
証
明
書
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
委
任
状
に
は

必
ず
、
本
人
が
署
名
・
押
印
（
法

人
の
場
合
は
代
表
者
の
署
名
、

法
人
登
記
し
て
い
る
実
印
の
押

印
）
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
県
税
事
務
所
　
総
務
課

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
３
５
７

!0

県 税だより
納
税
証
明
書
交
付
申
請
時
の
本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　社会を明るくする運動は、すべての国民が犯罪
防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする
全国的な運動です。

八 戸 地 区 保 護 司 会

７月は「社会を明るくする運動」強調月間です

平成１７年７月１０日（日）

午前７時～午後８時

期間　平成１７年７月６日（水）～７月９日（土）

時間　午前８時３０分～午後８時

場所　五戸町役場本庁舎　２階　庁議室

五戸町農業委員会委員一般選挙五戸町農業委員会委員一般選挙

FAX

期日前
投　票

投票日
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7月の
行事予定
7月の
行事予定

7月の
相 　 談
7月の
相 　 談

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62―2111 五戸町役場

■３日（日）奥州街道ウォーク
　８：３０　　町立公民館前発

■１0日（日）五戸町農業委員会委員一般選挙投票日

■１２日（火）田ノ草取り唄（踊）
　１４：００～　代官所前

■町村合併５０周年・倉石村との合併１周年
　記 念 式 典　２４日（日）１５：００～
　　　　　　　　町立公民館
　記念イベント　２４日（日）～２７日（水）
　　　　　　　　中心商店街

■３０日（土）おもしろ科学教室
　１３：３０～　町図書館

■夏休み子どもアニメ映画会
　７月２６日（火）・２８日（木）　８月２日（火）・４日（木）
　１３：３０～１５：００　町図書館

相談は無料です

■１２日（火）行政相談
　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■２６日（火）行政相談
　１３：００～１７：００　倉石温泉

■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談
　日程は相談者と調整
　℡０１７－７３４－９２３５

●
対

象

者

保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
し

た
り
、
重
い
後
遺
障
が
い
の
た

め
に
働
け
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
高
校

生
以
上
の
生
徒
・
学
生

●
貸
付
金
額

・
入
学
一
時
金
　
　
30
〜
40
万
円

・
月
　
　
　
額
　
　
２
〜
６
万
円

●
利
　
　
子
　
無
利
子

●
返
済
方
法

20
年
間
の
割
賦

●
問
い
合
わ
せ
先

7
交
通
遺
児
育
英
会

7
０
１
２
０ 

│ 

５
２
１
２
８
６

平
成
17
年
度
交
通
遺
児

育
英
会
奨
学
生
募
集

　
東
北
電
力
ま
た
は
東
北
電
力
に

似
た
架
空
の
電
気
工
事
店
を
か
た

っ
て
訪
問
し
、

○
メ
ー
タ
ー
の
修
理
、
取
り
替
え

代
金
を
請
求

○
電
気
料
金
が
安
く
な
る
と
の
ふ

れ
込
み
で
、
契
約
加
入
料
金
を

請
求

す
る
な
ど
し
て
、
金
銭
を
だ
ま
し

取
る
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
に
思
っ
た
ら
「
身
分
証
明
証
」

の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

7
０
１
２
０ 

│ 

１
７
５ 

│ 

４
６
６

ニ
セ
電
力
社
員
に

ご
注
意
を
！

　不法投棄や野焼きをした場合、５年以

下の懲役または１，０００万円（法人は１億円）

以下の罰金に処せられるなど厳しい罰則

が設けられています。

不法投棄に関する通報・問い合わせは

　役 場 保 健 衛 生 課　℡６２－７９５８

　八戸環境管理事務所　℡５１－１９００まで

廃棄物の
「不法投棄」は
絶対ダメ！！

廃棄物の
「不法投棄」は
絶対ダメ！！

廃棄物の
「不法投棄」は
絶対ダメ！！

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署

毎月１日は県民交通安全の日

運動の重点

　１．子供の交通事故防止
　２．若者の暴走運転の追放
　３．飲酒運転の根絶
　４．自転車の安全利用の推進

７月２１日（木）～７月３１日（日）

早め点灯運動　７月の点灯目安時刻……18：00

幼児と児童の日本脳炎予防接種中止のお知らせ
　定期予防接種の日本脳炎ワクチンの副作用による重症の

健康被害が、厚生労働省に報告されていることに伴い、町

では日本脳炎予防接種を中止します。したがって、

平 成 1 7 年 度 町 民 カ レ ン ダ ー に 掲 載 し て い る

日 本 脳 炎 予 防 接 種 実 施 予 定 日 が な く な り ま す 。

　なお、日本脳炎流行地域へ渡航するなど日本脳炎に感染

する恐れが高い場合、ワクチンの効果と副作用を医師と相

談の上、自分の判断で接種するか決めることになります。

●問い合わせ先　役場保健衛生課　2６２－７９５８

やりません
　とび出し
　　手ばなし
　　　二人乗り

夏の交通安全県民運動
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№125

「
お
ら
ほ
の
草
相
撲
⑦

　
　
　
　
　
　

五
　
戸（
続
）」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,２５７人　（－10）

　女　１１,０１２人　（－４）

総人口２１,２６９人　（－14）

世帯数１６,８９６世帯（±０）

平成17年６月１日現在

７ 月 の 納 期 

納
期
限
８
月
１
日

 

固
定
資
産
税
　
第
２
期

 

国
民
健
康
保
険
税
　
第
１
期 

 

介
護
保
険
料
　
第
１
期

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

大正２年の五戸神士角力大会の出場者たち

　
大
正
二
年
夏
、
五
戸
地
方
の
青

年
た
ち
約
六
十
人
が
集
ま
っ
て
、

五
戸
神
士
角
力
大
会
を
五
戸
産
馬

組
合
構
内（
現
町
立
公
民
館
敷
地
）

で
盛
大
に
開
催
し
た
。
し
か
し
、

資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
同

年
十
一
月
二
十
一
日
夜
、
五
戸
大

火
が
発
生
し
た
の
で
記
録
が
灰
に

な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
二
十
三

日
付
の
東
奥
日
報
紙
は
次
の
通
り

報
道
し
て
い
る
。

▽
烈
風
・
猛
火

　
十
一
月
二
十
一
日
午
前
一
時
三

十
分
、
大
町
三
浦
方
馬
屋
付
近
か

ら
出
火
、
折
柄
の
烈
風
砂
塵
を
巻

い
て
荒
れ
狂
い
居
た
る
際
と
て
、

火
は
忽
ち
路
を
挟
ん
で
縦
横
に
燃

え
拡
が
り
、
五
戸
の
中
心
な
る
上

大
町
、
下
大
町
を
焼
き
尽
し
、

更
に
観
音
堂
、
堀
合
の
全
部
及
び

馬
喰
町
、
横
丁
、
新
町
の
一
部
を

灰
燼
に
帰
せ
し
め
、
旧
河
床
の
築

堤
路
に
至
り
て
漸
く
鎮
火
せ
る

が
、
時
に
六
時
三
十
分
な
り
き
。

百
六
十
八
戸
焼
失
、
損
害
額
十
八

万
余
円
。
（
以
下
略
）

　
二
年
後
の
大
正
四
年
十
一
月
一

日
、
町
制
施
行
の
行
事
や
集
会
は

こ
の
産
馬
組
合
で
行
わ
れ
、
今
年

は
町
制
九
十
周
年
に
当
た
る
。

　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

生
活
不
安
定
が
続
き
、
農
民
の
目

立
っ
た
娯
楽
と
い
え
ば
盆
踊
り
や

五
戸
豊
年
祭
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

　
祭
り
の
中
日
、
九
月
五
日
に
は

川
原
町
若
者
中
主
催
の
放
楽
相
撲

が
、
蒼
前
神
社
境
内
で
開
か
れ
賑

わ
っ
て
い
た
。
八
幡
宮
の
新
築
が

大
正
九
年
九
月
二
十
四
日
完
成
、

こ
の
年
か
ら
お
み
こ
し
が
八
幡
宮

へ
行
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
共

に
十
一
年
か
ら
放
楽
相
撲
が
八
幡

宮
仮
設
相
撲
場
で
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
昭
和
三
十
五
年
ま
で

続
く
。

　
星
取
り
グ
ル
ー
プ
の
発
表
会
に

当
た
る
「
神
士
相
撲
大
会
」
は
昭

和
十
四
年
八
月
十
五
日
、
五
戸
小

学
校
相
撲
道
場
の
完
工
式
を
兼
ね

て
行
わ
れ
た
。
旧
盆
の
中
日
と
あ

っ
て
、
見
物
客
は
わ
ん
さ
と
詰
め

か
け
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　
土
俵
入
り
は
鞍
馬
会

（
鈴
木
栄
一
郎
代
表
）
と

天
馬
会（
産
馬
組
合
職
員
）

の
対
抗
と
な
っ
た
。
星
取

り
仲
間
は
全
員
力
士
と
な

り
、
土
俵
に
登
る
こ
と
に

な
っ
た
。
出
場
し
な
い
会

員
か
ら
は
罰
金
を
徴
収
す

る
と
い
う
厳
し
さ
。

　
天
馬
会
の
横
綱
は
鳥
谷

部
金
人（
鳥
金
商
店
主
）、

行
司
は
下
大
町
の
三
浦
専

次
郎（
鍛
冶
屋
の
主
人
）。

土
俵
入
り
の
練
習
か
ら
始
め
た

が
、
慣
れ
な
い
た
め
町
民
の
前
に

出
た
だ
け
で
疲
れ
、
便
所
に
行
っ

て
も
座
れ
な
い
と
い
う
声
ま
で
聞

か
れ
た
。

　
一
方
、
鞍
馬
会
の
横
綱
は
泉
山

治
太
郎
（
是
川
堂
主
人
）
、
弓
取

り
は
川
村
武
治
で
あ
っ
た
。
練
習

は
下
大
町
大
火
（
昭
和
十
年
二
月

七
日
、四
十
三
戸
全
焼
）の
跡
地
に

空
き
地
が
あ
っ
た
の
で
、夜
に
な

る
と
こ
っ
そ
り
始
め
て
い
た
。

　
本
番
の
土
俵
開
き
は
、
練
習
の

効
果
も
あ
っ
て
成
功
裡
に
終
わ
っ

た
。

　
こ
の
相
撲
場
は
、
児
童
や
青
年

た
ち
の
練
習
場
と
し
て
利
用
さ
れ

た
が
、
数
年
後
、
四
本
柱
の
根
元

が
腐
り
、
あ
る
嵐
の
夜
に
倒
れ
て

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
四

和
村
滝
沢
（
現
十
和
田
市
）
の
桝

沢
爺
さ
ん
が
川
原
町
に
投
宿
し
て

五
戸
地
方
の
行
司
を
務
め
て
い
た

が
、
戦
時
中
に
亡
く
な
っ
た
と

か
。

　
こ
の
桝
沢
爺
さ
ん
の
弟
子
が
、

青
森
銀
行
五
戸
支
店
前
の
下
沢
菊

次
郎
で
、
飲
食
店
を
経
営
し
な
が

ら
草
相
撲
の
行
司
を
務
め
て
い

た
。
下
沢
は
又
重
北
向
の
人
で
、

鬼
龍
川
と
同
じ
集
落
。
昭
和
三
十

五
年
ご
ろ
死
亡
。
北
向
の
共
同
墓

地
に
眠
っ
て
い
る
。
戦
後
は
名
行

司
と
い
わ
れ
る
行
司
は
出
て
い
な

い
と
評
す
る
フ
ァ
ン
も
い
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一

五戸小学校相撲道場で披露された鞍馬会の土俵入り

た
ち
ま

よ
う
や

お
り
か
ら

か
い
じ
ん

ば
く
ろ
う
ま
ち


